


日本防災設備協同組合の平成 29年新年賀詞交歓会は、 1月 19日、文京区湯島「ホテ

ル東京ガーデンパレス」において98名が参カロし、盛大に開催された。中島専務理事の開

会の辞に続き、廣江理事長が年頭の挨拶を述べた。

多数のこ来賓の中から、代表者に祝辞を戴き、日本防排煙工業会蛭間専門技術委員会委

員長の音頭で祝宴に入り、歓談のひと時が持たれた。中締めとして古木冨J理事長の謝辞で

盛会のうちに散会した。

理 事 長 の 挨 拶     ‐■|  ■■■

ターで通行する際、関東では右側を通行いた

しますが関西では逆の側を通行するようで

す。通勤ラッシュ時にエスカレーターに乗る

場合、ベル トに手を当てていなければなりま
せんが、エスカレーターが急に止まる事態が

あります。その際、将棋倒しになって大きな

災害を引き起こすという事が皆様方に周知さ

れていないのではないかと思つております。
防災をやっておりまして私はエスカレータ

新年あけましておめでとうござ、

廣江でございます。

新年の挨拶を述べさせていただきます。
さて、昨年は大きな災害の多い年でありま

した。特に、11月 の新潟糸魚川の火災は記憶
に新しいところでございます。被害に遭われ
た方々には心からお見舞い申し上げます。
私は防排煙を中心に行つている業者でござ

います。その点から災害を見てみますと例え
ば、ビルの中に入つていて地震が起きたりし
ますとエレベターは階の途中に止まったりい

たします。それで避難 してくださいという形
になるのですけれども、あまり皆様に話され
てはいないと思いますが月降機安全センター

に話を聞きますと、エスカレーターも地震の

時には止まってしまうそうです。エスカレー

まヽす。 ま写秀

る時は真ん中に乗ろうかと思つており

まあ、それはさておき災害に関しまして今

年一年何もないことを祈っておりますが、糸

魚川の場合いろいろな条件がありまして、風
の関係や防火区画、道と道との間隔がもつと

あればあのような大きな災害にならずに済ん

だのではないか、いろいろな条件が重なって
このような大火になつたのではないかと思っ

ております。そのことについて 「防火区画J

という観点からいろいろなところでご説明を
していきたいと思っております。
私は、今年を「明るい年Jに していきたい

と思つてお ります。何卒宜 しくお願いしま

す。この一年、皆様が災害のない、平和な年
になりますようにお祈 りしたいと思います。

ありがとうございました。
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只今ご紹介頂きました本郷消防署予防課長

の十屋と中します。

改めまして、明けましておめでとうござい

ます。

併せまして、平成29年 日本防災設備協同組

合新年賀詞交歓会にお招きいただきありがと

うございます。

さて、昨年の東京消防庁管内の災害状況を

振 り返りますと、火災件数は3,980件、焼損

床面積17,581ピ、火災によつて亡くなられた

方の数は84人 と、前年に比べいずれも減少し

ております。

方、救急に関しては、出場件数777,427

件、搬送人員691,308と いずれも過去最多を

記録しております。

また日本国内を見てみます と、4月 には熊

本地震、8月 以降の台風による水害、12月 に

は新潟県糸魚川市で焼損床面積約 4万ぽ、

144棟が焼失する火災が発生 してお ります。

東京消防庁 と致 しましても、エアハイパー

レスキューや救急機動部隊の創設、救急隊の

東京消防庁本郷消防署

予防課長 土屋 智之

民の皆様が気軽に初期消火訓練などの防火防

災訓練を実施できる訓1練専用車両 「まちかど

防災訓練車Jを新規に2台製造し、近隣の小

石川消防署とlll田 谷消防署に試行的に配置す

るなど、災害対策に全力で取り組んでいると

ころでございます。

引き続き、2020年東京オリンピック・パラ

リンピックヘの対応をはじめ、都民の皆様、

東京を訪れる全ての皆様が安全 。安心を享受

できるよう、消防・防災業界の皆様とともに

セーフシティの実現に向け、東京消防庁職員

一九となって取り組んでまいりますので宣し

くお願い致します。

最後になりますが、本日ご参会の皆様のご

多幸とご健勝、そして消防・防災業界と日本

防災設備協同組合の今後益々のご発展を祈願

いたしまして挨拶とさせて頂きます。

ありがとうございました。

増強のほか次の日曜日の 1月 22日 は、



新年あけましておめでとう御座います。

日本防災設備協同組合の新年賀詞交歓会にお

招きいただきありがとう御座います。

一般社団法人全国消防協会常務理事をして

お ります鈴木でございます。

北爪会長からの新年のご挨拶を預かってま

いりましたので、ご披露させていただきます。

新年のご挨拶

平成29年の新春を迎え、謹んで新年のお慶

びを中し上げます。

日本防災設備協同組合の皆様には、平素よ

り当機器協会の業務運営に格別のご高配を賜

り厚くお礼を中し上げます。

新しい年を迎え、当機器協会会員 一同、心

を新たにして、信頼される消防機器等の開発

・改良と普及に取り組み、社会の安心・安全

に寄与することともに、適切な維持・管理の

推進に努めてまいります。

昨年には、正会員として一般社団法人イン

ターホンエ業会が加わり、現在 15体となっ

ております。

さて、昨今、企世界的に政治 。経済体制が、

大きく変わろうとしており、我が国への影響

も懸念されるところです。

さらには、消防機器業界への影響も考えら

れるところではありますが、引き続き消防機

器の開発、改良やその適正な設置・維持管理

を通じ、安全を確保し安心の提供に努めて行

くことが今までに増して重要であると考えて

います。

一般社団法人全国消防機器協会

会長 北爪 敬治

特に・既に建物等に設置されている消防用

設備等は、信頼性が高く確かな技術による点

検・整備を行うことにより、適正な性能機能

が維持できるとともに火災等の災害による被

害を最小限にすることができるものであり、

我々消防機器業界といたしましても、関係の

皆様ご理解と協力を得ながら、的確に対処し

て行くことが重要と考えています。

さらには、従前にも増して複雑多様化する

災害に対応すべく、その役割の遂行に努め、

社会に貢献して行くことが責務と認識してお

ります。

本年も私ども消防機器業界に対しまして、

引き続きご高配を賜りますようお願い中し上

げます。

結びになりますが、日本防災設備協同組合

の皆様、本日、ご列席の皆様のご健勝とご活

躍、また関係団体・企業の益々のご発展を祈

念いたしますとともに、本年がより良い年と

なりますように祈念いたしまして、年頭の挨

拶とさせていただきます。

(代読)

一般社団法人全国消防機器協会

常務理事 鈴木 オロ男
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能美防災株式会社

皆様、あらためまして、明けましておめで

とうございます。お招きを頂きま して誠にあ

りがとうございま した。毎年お招きいただき

ま して、この新年会にでるのが楽 しみでござ

いまして、先ほども皆様 と少 しずつお話をさ

せていただきました。皆様方は大変はりきっ

てお りまして、 日本防災設備協同組合 さんは

「遇 しいぞ、勇ま しいぞJこ う思つた次第で

ございます。

冒頭に広江理事長が 「明るい年に したい、

平和な年であつて欲 しいJと い うお話で した。

同感でございます。

平成 とい う時代に入つて29年 目でございま

す。早いものでございます。平成 とい う年 号

が安岡正篤様 とい う方がいろいろ考えて、国

民の幸せを願つて描いた年号が平成なのです

ね。昭和 とい う時代は動乱があ り、戦争があ

り、復興があ り、次の時代は国民が平和の う

ちに暮 らせる。いわゆる平和にしてなるとい

うことで平成という年号をイヽ‖すてくれたので丸

ところが振 り返 ります と戦争は毎 日のよう

に報道されてお りますし、テロもあります し、

自然災害も次々に襲ってきている。なかなか

安岡正篤さんの意にそぐわず大変な時代だな

と思つてお ります。

近頃TPPで 大分揺すぶられました。昨年、
‐昨年 とTPPに 若 し日本がカロ盟すればどう

なるだろう。政治の世界も経済界も産業界も

大いなる悩みを与えられました。我々防災業

界、メーカー、施
「

、メンテ、それぞれ どの

ようなものになるのかと一生懸命勉強 したこ

ことがありました。そんな中、ほぼ落ちつい

たかな、まとまつたかなと思っていましたら、

アメリカに トランプさんという方が出てきて

TPPの先行きが見通せない状態になってき

ました。

世の中うまくできたものでTPPがそんな

状態になりましたが・・・気がついたでしょ

うかPPAPと いうのが出てきました。奇妙

なというと怒られてしまいますがユニークな

方がこの3月 、武道館で単独ライブをやるこ

とになりました。その位までになつてきてお

ります。 S・ M・ A・ Pス マップですね。こ

れはまた話題を投げかけまして、解散いたし

ました。衆議院 より先に解散 して しまい

ま した。いろいろな意味で世の中は動いてお

りますが、今の社会が必要なものは、社会の

安全でございます。社会の安全、国家の安寧

でございます。国家の安全も、平和ボケして

いる日本でも最近は大切だなと思うようにな

ってきました。是非皆さんと ‐緒に社会の安

全の為に尽力、そして貢献できれば幸いだと

思つております。

御活躍をご期待いたしまして、皆様のご多

幸を、各会社様の限りない発展を祈念中し上

げまして、私からのご挨拶にとさせていただ

きます。

本日はおめでとうございます。ありがとう

ございました。





平成29年 1月 6日

於 :東京ビッグサイト

防災で守る地域とみんなの笑顔

東京消防出初式は、

1音楽隊、カラーガールズ隊の演奏・演技

2自衛消防隊や災害時支援ボランティアなどの方々も参力0する

消火 救助・救急演技

3消防車両・ヘリコプター等の分裂行進

4江戸消防記念会による伝統の木遣り行進 はしこ乗り演技

などを披露する新春恒例の防火 防災行事です。
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当網合で|よ 、防災関連事業従事者養成、

スキルアップのために関係各位のご協力を得て

教育事業を実施している。

消防法関連の

'肖

防設備士第 6類乙

('肖火器)の受験準備講習会について、

平成 28年 10月 7日 に行つた。

建築基準法関連の防排煙設備について、

当組合防排煙設備検言J委員会発行の 「防排煙設備

実務要領 IJ「防排煙設備実務要領ⅡJをテキ ~|
ス トとして実務講習会を平成 29年 2月

8日 に実施した。



｀ Ч 疇 :回場 曰 目 目 1匁

「

~
当組合の教育事業の一環として、青年部主催で防災関連事業所の工場見学会を

行つている。

今年度は、平成 28年 11月 11日～ 12日、株式会社初田製作所のご厚意に

より、同社本社工場と実消館の見学会を実施した。

消火器の生産ライン見学、消火器リサイクル室見学、通常の消火器での消火体験、

二酸化炭素消火器での放射体験、放水型スプリンクラー・泡フォームヘッド等の

放射実験、ガス消大設備の放射室・厨房用ダクト消火設備の説明、等々、有意義

な学びが出来た。

歓 迎
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IR日 福利厚生事業鞣 |

三事業の一環として、恒例の屋形船・懇親会が、

多船でおこなわれた。午後6時出航、2時間半に

の夜景を満0契 した。江戸前の季節料理に舌鼓

を打ち、カラオケで自慢の喉を披露。日頃の厳しい仕事から解放され、ほろ酔い機嫌で歓談、

楽しいひと時を過こした。

筵⑬ウリング大会:―を:

12月 15日、「中断サンプラザボウル」において、忘年ボウリング大会を実施した。

青年部の面々が積極的に参カロ、熟年も女性も配慮ある八ンディ分配で奮闘し、気持ちの良い

汗を流した。終了後、「実谷 (あぶりや)中野店」にて、表彰式を兼ねて、忘年会が持たれた。

一蘇



‐裁 判 は 人 間 くさ い
■ よく「訴訟の強い依頼者はどういう人ですか」と聞かれます。心の中で「報酬を

沢山くれる人です」という誘惑に抗いながら述べるのは、「最初の面談にお茶菓子を

持つてくる人です」というものです。
「なんだ、お金がお菓子に変わつただけではないか。この食いしん坊め。」と思われ

るかもしれませんが、私の実感として、最初の面談で手ぶらで来る人よりも、お茶菓

子を持つて来る人の方が、なぜか勝率が高いのです。

■ 訴訟とは、法律に従つたゲームではなく、これは許せないという人格と人格の戦

いのようなところがあります。私が一番最初に手がけた事件は、政治家の後援会の会

長が、政治家にお金を貸したら、こうした金は奥さんが受け取りに来るものであるこ

とを良いことに「奥さんが借りたものであつて、奥さんは破産するから私は払う必要

がない」と言い出したものでいた。殆ど証拠がなく、300人いた債権者は殆どが泣

き寝入りしたり、訴訟で負けてしまいました。それでも、依頼者が他の人と違つたの

1ま 「俺は金を返して欲しいのではない。俺と彼との男と男の友情を踏みにじられたの

が悔しいんだ」というのです。事実、周辺事情を丹念に拾つていくと、やはりそのよ

うな依頼者の気持ちが滲み出て、同じことをしていても他の人とは説得力が違います。

例えば、他の人はお金を貸すのは利息を取つていた。でも、依頼者は利患を取らなか

った。それは金貸しではなく、友人だから貸していたからです。たとえ証拠が少なく

とも、このような人物を裁判所として負かせるわけにはいかない状況が整つたのです。

結果、多数の被害者のうち一人だけ回収ができました。

■ ならば、単にそのような信念さえあれば勝てるかといえば、それは違います。そ

の信念が行動に出てこそ、一つ一つの行動が信念を感じさせるものとなり、裁判官の

心を動かすのです。その依頼者は、周りに気を遣う人ですし、この人が言うのだから

信じてみようと思うかけのものがありました。たかが、お茶菓子といえど、そんなも

のが欲しいというのではなく、「ありがとうね。」そういう気持ちがあり、相手の心

を付度することができる。そんな人を他の人が見捨てるものではないのだなと、この

頃になつてやつと気付かされています。

■ 逆に、負ける確率がとでも高いのは、人の悪□をいう人です。それは、結局は自

分の価値観に縛られている訳で、世間が狭いからだと私は解釈しています。確かに、

相手が悪いかもしれませんが、のるかそるかという場面において、そのような相手に

のし掛かるような形で人格を否定する人を、裁判官が気持ちよく思つて勝訴させるか

といえば、かえつて波及効果が恐ろしくて躊躇してしまうものです。自己の正当性を

裁判官の価値観に沿うように述べ、そして、仮にこの裁判で敗訴させたならば良心が

とがめるでしようと柔らかく裁判官を脅かしながら立証していく弁護士にかかれば、

こういつた相手を本来よりも分が悪くさせることはよくあることです。

■ 法律というと、随分とから苦しい感じがするかもしれませんが、結構、人間くさ

いところがあるものですし、また、その人PoOく さいところを理解できるようになつて

はじめて法律家なのだなと思います。よく人徳と言いますが、結構、こういつた細い

ところに、その人の在り方がわかるものなのかもしれませんし、なかなかに恐ろしい

いものだと感じています。

日本防災設備協同組合 顧間弁護士 。星出光俊
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あれも。これも。みんなホーチキです。
ホーチキは■●火費籠燿システム.綱火システム、トンネル■興システム、ネットワークシステム,LAHシ ステム
な」

―
m・ ■電月ロトut/コンサルティン7/1ンジ

=ア
リング・●Inびメンテナンス●書●●せです。

トンネル綺■システム  ネットワークシステム

`ピ

署構 暮稿百響だ
=油 0060棘

“
ll g■大Ⅲ

… 一 ―瑞 警溌鷺Wh酬階
「 侶

火費●●システム 壻火システム BA‐ システム

■消防設備の保守点検業務、消防設備工事における法律上の損害賠償をカバー !

『団体賠償責任補償制度』
(請負業者賠償責任保険+生産物賠償責任保険)

■事業活動にかかわる従業員のケガなどのリスクをカバー !

『ビジネスJネクストJF帥
(業務災害補償保険)

上記に関するお問い合わせは、組合事務局または下記の取扱代理店へご連絡くなれ 。ヽ

【取扱代理店】 株式会社サンリビング
〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 156

第 10中央ビル三洋化成工業l■l内

TEL03‐ 3241-1761    FAX03-3241‐ 1930

【引受保険会社】三井住友海上火災保険株式会社
〒1018011 東京都千代田区神田駿河台 3-111
TEL03-3259-3990   FAX03-3291-4684

万が―に備え
て保険に入り

ましょう!

―

こ

安全の未来を《形》にする能美防災
都市生活と同じように、体むことなく稼働し続ける防

災システム。私たちの生活を守るこれらのシステム

は、24時間動き続けるいわば都市の心臓部。

いつも安心で快適な毎日の生活のためのネットワー

ク システムを実現します。

能 美 防 災 株式会社

社/〒 1028277東京都千代田区九段南473
TEL(03)3265-021l FA× (03)3263‐4948

本

12



修理 0調整 0交換工事
排煙□、排煙窓、防火ダンパー

設備点検 特殊建築物調査

厨房ダクト・フード・グリスフィルター清掃

有限会社 ダ ン メ ン

東京都文京区後楽2‐2‐ 10
803-5689-3551

連結送水管 耐圧性能点検やります

耐圧性能試験 /点検票の作成 /不良時の原因調査

オプションサービス

事前調査 /空気圧予備試験 (乾式のみ )/放水試験 /不良箇

所の改修、修理 /ホースの耐圧性能試験 /点検現場写真

業界随一の実績と品質を誇るプロサスだからこそ出来る

J **+t/oAZ es'#*'a^
〒1620041東 京都新宿区旱福田鶴咎町S'9番地 早稲田松浦 0レ 1区  setSub@prOSus coJp

Te!03-5272つ
"l   Fax 03 5272つ

フ971巳 htpフハ
“
w prosus coJp
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1名 称

日本防災設備協同組合

2趣 旨

当組合は中小企業協同組合法に基づき、国土交通省 (1日建設省)の認可を得た事業協同

組合です◇組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な協同事業を行い、

もつて組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地位の向上を図ることを目

的としています。(組合定款第1条 )

3地 区

現在加入組合員の地区は、東京都・ネ申奈川県・埼玉県・千葉県・茨城県・栃木県・群馬県。

山梨県。長野県。新潟県・静岡県。愛知県・岐阜県。岡山県。宮城県。大阪府及び北海道の

区域です。(組合定款第3条 )

4事 業

消防施設工事用及び点検設備用資材の共同購買を主体として、共同受注、研究・開発、

教育・講習、情報提供、親睦・レクリエーション・福利厚生等の事業を行つている。(組合定

款第7条 )

5組合員加入資格 (組合定款第8条 )

消防施設工事又は点検設備を行う小規模の事業者であること。

6加入申請等

(1)提出書類 力日入申込書 会社経歴書 登記簿謄本

(2)費用 出資金 (1日 、1万円)3日 以上・カロ入手数料1万円

(3)申 請に必要な書類が提出されると、理事会で承認、不承認を決定し、申請者に通知し

ます。なお、組合員になった場合は、賦課金 (組合費)として毎月6,000円 を3ケ月

ごとに納入して頂くことになります。

7募集期間

随時、事務局で受け付けています。申請書及び「組合員のしおり」を希望する方は、事

務局へご連絡ください。

8沿 革

・所在地 東京都文京区本郷一丁目15番 6号 MKビル2階

事務局 電話(03)3813 9650 FAX(03)38139460

E―mail nichiboukyoul@io.ocn ne Jp  URL http://nichibou.main.jp/

・設立年月日 昭和38年 10月 31日

・認可年月日 昭和39年 1月 22日 、建設大臣

・組織 (現在)関東を中心とした17都道府県。組合員130社 事務局 専従職員5人

◇
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これまで理論等に重点をおいた解説許はでていますが、本書のような

実際の部材に基づくもの或いは設置現場からの観点での解説書は、

類を見ません。

部材によっては、細部まで説明し、又温度ヒューズや手動開放装置

並びに保護板については可能な限り網羅して、資料として活用できる

よう配慮 しています。

現場に即した観点から構成した、現場の即戦力となる実務書完成

今までにない わかりやすさで 豊富なカラー写真 図解 表を用い

防災設備の中でも 建築基準法に基づく 防排煙設備の全体像を明かし

シリーズ Iでは 特に防大ダンパー・排煙関連の詳細を解説しています

人きく員なう●t i ttltu御 曇からを軽倒
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行え イ輌 ま
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さ
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時贅群が ,きる
==を
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編集 :日 本防災設備協同組合 防排煙設備検討委員会

発行 :日本防災設備協同組合

TEL 03-3813-9650   http://nichibou.main.jp

定価 :4,000円 +税

取扱い
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胸辮日設□が埜●コヨJ

囲柳煙圏圃 実圏国銀回 見國
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国

銀
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“現場で役立つ機械排煙設備の仕組み"

実務要領 Iで は、ダンパー、排煙口・窓、垂れ壁などを挙げました。

本書では、排煙設備の中でも、排煙機や送風機を用いた設備について、構成する

機構。部材を写真入りで具体的に解説しています。

この一冊で、ファン、モーター、エンジン、蓄電池などを理解できます。

消防設備の業務に携わる方でも、建築設備としての防排煙設備を習得し、仕事に

つなげていくことが大切です。

<本書内容の紹介>
機械排煙について、法令に定める事項

機械排煙方式の制御・監視、排煙起動盤について

排煙ファンについて

電動機、エンジン、動力伝達装置

予備電源 蓄電池、充電装置、排煙設備の保守点検

編集 :日 本防災設備協同組合 防排煙設備検討委員会

発行 :日本防災設備協同組合

TEL 03-3813-9650   http://nichibou.main.Jp/

定価 :4,000円 (消費税別途)

取扱い

ご注文数|     1冊

Ⅱ購 入 申 i

日本防災設備協同組合 行 FAX 03-3813-9460
〒113-0033 東京都文京区本郷 1-15-6

会 社 名 申込先とご送付先が異なる場合は下記に記入

ご注文者

ご連絡先 8            FAX 8 FAX

ご 住 所
〒 |  |― |   | 〒 |  |― |   |

申込 日付 平 成 年 月 日


